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　InJapan ，　water 　quality　has　been　improving　gmdually　year　by　year，　but　recently 　the　tendency

has　becn　rctarded 　by　the 　increased　input　of 　gray−water ，
　especially　cooked 　Ibod　was 吐e．　 Un 【reated

cooked 正bod　waste 　disposed　direcHy三nto　the　river 　through 　street 　gutters，　is　decomposed 　in　the

rivcr 　and 　plays　an 　impOrtant　ingredicnt　as　BOD 　matcrials ・

　The 　au 山 ors 　tabulated 　thc　BOD 　per　unit 　g　of 　fbod　for　99　kinds　of 　uncooked 　fbods　and 　33　kinds
ofcooked 　fbods　to 　estimate 　the 　BOD 　load　fbr　each 　type 　offbod 　waste

，
　togethcr　with 　carbon 　leこrachro ・

ride 　cxtractable 　materials ，
　ignition　loss　and 　water 　contents ．

　 Simp 置e　 and 　 significant 　 correlation 　between　BOD 　 and 　 ignition　loss　 was 　 obtained 　 when 　 both

variab 】c5　were 　expre 誌 ed 　in　logarithm　jc　forms：

　　　　　　　　　　　　　　且n ．y＝0．913inx 十 〇．448 （r
＝0．865），

wllero 丿 ，
　BOD 　expresse （1　as　ppm ；x

，
　ignition　Ioss¢ x 　pressed　as ％．

　 Correlation　coeHicient 　betwccn　rneasured 　and 　predicted　BOD 　was 　signi 丘cant 　at　1％ （7＝0．865），
and 　the　BOD 　of　fbod

，
　whQse 　value 　was 　not 　detcrmined

，
　will　be　estima 【ed 　from　the　above 　equatlon

by　u5ing 　thc　ignition　loss．

　 The 　 agrecment 　bctwecn　thc　 ca 艮culated 　 and 　deIermined　 BOD 　 values 　 was 　fbund　for　the　fbod

liSteCl　in ‘‘The 　Japan　Standard　Food　Composition　Table，
’，
　 and 　it　i5　thought 　that　BOD 　value 　of

置bod 　can 　be　estimaled 　fro皿 the 　abOve 　eq 岨 【ion，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Rece 置ved 　January　6，1ggo＞

Koy … 繭 ： watcr 　pollution　水質汚濁，　 BOD 　load　生物化学的酸素要求量負荷，　 cooked − fo。d

waste 　調理食品廃棄物，　 ignition　loss 強熱減量 ，
　 muk 三ple　 regression 　 ana ］ySis 重 回帰 分析 ，

　 rc −

gressi  cquation 　回 帰式．

　1． 緒　　貫

　水質汚濁防止法に よ り排水規則が 実施 され た 結果，わ

が 国 の 公 共 用 水域の 水質 は 回 復を 示 し
1）

， 岐阜 県で は 環

境基準達成率が 昭和 55年 お よ び 昭和 56 年 に は 92 ％に

達 し た が，その 徒達成率 は 下降の 傾向に あ る
2》， こ れ は，

特定事業場 の 排水対策 に 成果を あげた の ち ， 生 活雑排水

の 汚濁負荷が 増大 した た め で
， 水質保全の た め に 生 活雑

排水対策を行 うこ と の 重要性が強く認識され，各都道府

県で の 条令等の 整備が 進ん で い る．こ れに 伴 っ て，生 活

雑排水の うち，調理排水処理 に つ い て の 重要性が 認識 さ

れ， 数種 の 液状食品 を 中心 と した 生 物化学的酸素要求量

（以下 BOD と略）原 単位 が報告 され
3川 ），調理廃棄物処

理 に つ い て の 認 識を 高め る資 料 と し て 広 く利用 さ れ て い

る，こ うした 認識 の もと に，調理 廃棄物処理 法 と して 食

器などの 拭き取 り効果 ， 三 角 」
一

ナ
ー

に よ る収集，ス ト

レ
ー

ナ ーへ の ネ ッ ト被覆 に よ る捕 捉 な どい くつ か の 畏案

や ，そ の 効果を測定 し た 報告や 指導が あ る
5｝’9｝．しか し

な が ら，多様な 内容をもつ 調理廃棄物の 処理効果を明ら

か にす る た め に は ，個 々 の 調理 事例 に つ い て ， 特定 条件

下で の 効 果を測 定 して も，そ の 結果を一般 化す る こ と は
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表 且．廃棄食品原単位表 （原食品）

分 　 類 食　品 　名
食 品 lg あ た りの 　食 品 lg あ た りの 　　食 品 lg あ た りの 　 水 　分
BOD 量 （mglg ）　 強 熱 減量 （mg ！g（％））　油 分 量 （mgig ）　　 （％）

1．穀 　 類 そ うめ ん （ゆ で ）

小 麦粉

パ ソ 粉

食 パ ン

マ カ ロ ＝ （ゆ で ）

 

謝

 

 

勸

260 （100）
810 （99）
770 （98）
520 （95）
400 （95）

く 1

く ll2

　 4

く1

7418

飢

45

冊

2．い も，で ん 粉 類 春　雨 （ゆ で ）

じや が い もの 皮

里 い も （ゆ で ）

さ つ ま い もの 皮

佃

786090

り南
　

　

−

且

300 （loo）
160 （93）
120 （94）
200 （93）

L184

・

＜

＜

70838779

3．砂 糖 ， 菓 子類 砂 　糖
い ち ご ジ ャ ム

踟

蜘

980 （loo）
7且0 （99）

11く ー

0ゾ
　

2

4．油 脂 類 マ ーガ リ ソ 800 840 （100） 270 16

5．種軣 類 ピ ーナ ッ ツ の 皮

ピ ーナ ツ ツ

い り ご ま

蹴

 

脚

　

L
880 （88）

6SO （96）
870 （90）

116050　

14

邑

＜ 且

34

　 3

6．豆 　 類 結 び ゆ ぱ （ゆ で ）

豆 　腐

小　豆 （ゆ で ）
糸引納豆

且go270380370 270 （97）
14（） （87）
300（100）
290 （94）

45601
9畠

4巳

72

册

7069

7．獣 鳥 肉，魚 介 ，

　 卵 ， 乳類

生 　鮭 （ゆ で ）

さ さ み （ゆ で ）

か ま ぼ こ

牛 　 乳

プ ロ セ ス ・
チ
ーズ

豚 　 肉

か じ き の さ し み

ブ ラ ヅ ク タ イ ガ ー
（え び ）（ゆ で ）

ブ ラ ヅ
ク タ イ ガ ー

（え び ）の か ら

合 挽 ミ ソ チ

い か の 内 臓

い か の 身 （ゆ で ）
混 合 プ レ ス ハ ム

ま ぐ ろ （缶 油 漬け ）
へ一コ ン

蜻 の 内 臓

ち くわ

ウ イ ン ナ ー
（あ ら び き）

生 ク リ ー
厶 （砂 糖 含 ）

煮出後 の 煮干

ヨ ーグ ル ト

嬲
踟

認
96

饗

娚

携

懿
 

嬲

嬲
 

280 （93）
320 （96）
210 （90）
71 （88）

420 （80）
240 （95）
260 （92）
190 （87）
170 （52）
330 （96）
320 （95）
160 （90）
240 （82）
490 （96）
290 （87）
110 （75）
250 （8且）

270 （91）
570 （99）
4且0 （93）
97 （88）

22d16

踟

4119388648218909021274302331

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

且

　

　

　

　

　

2

706776

麗

47757278

鷁

656682714966856970435689

8．野 菜，きの こ 類

10

か ぼ ち ゃ （ゆ で ）
人 参 （ゆ で）
ピ ーマ ソ の た ね （生）
か ぼ ち ゃ の わ た （生）
ス イ

ー
ト コ ソ （缶）

き ゅ う り （生）

レ タ ス （生 ）

セ ロ リ
ー （生 ）

さや い ん げ ん （ゆ で ）

2406223170

薑7027212563

（834）

180 （95）
57 （81）
46 （91）
260 （93）
170 （96）
25 （84）
且8 （92）
22 （74）
46 （77）

ー

置

182Ll

聖

ー

＜

＜

＜

　

＜

＜

＜

＜

8193957582979897

躰
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表 1 （つ づ き）

分　類 食　品 　名
食品 1g あた りの 　食品 1g あた りの 　　食品 lg あた りの 　水　分
B｛〕D 量 （mg ／9）　 強熱 減 量 （mg19 （劾 ） 油 分量 （mg ！9）　　 （％）

さや い ん げん の 皮

絹 さ や （ゆ で ）

絹 さや の す じ

もや し （ゆ で ）

もや し の ひ げ

キ ヤ
ベ ツ （ゆ で ）

葱

三　葉 （ゆ で ）
な め こ

トv ト （生）
じ ゅ う ろ く さ さげ （ゆ で ）
土生 姜

玉 　葱 （ゆ で ）

玉 葱の 皮

な す の へ た

ト マ トジ ュ
ース （果 汁 100 ％）

サ ニ
ー

レ タ ス （生）
グ リーソ ピ ース （ゆ で ）
白 　菜 （ゆ で）
き ゅ う りの ぬ か み そ 潰け

た くあ ん

梅干 し

ほ うれ ん 草 （ゆで）
大 根 お ろ し

焼 き しい た け

麗

塁
鷲

篝
毅
85

羃
柵

塁

窕

籌
 

塁
36
 

且20 （66）
70 （88）
150 （86）
38 （9且）

330 （91）
3星 （77）
33 （82）
47 （67）
22 （73）
25 （82）
100 （92）
87 （87）
28 （93）
800 （88）
90 （90）
40 （80）
64 （80）
210 （87）
42 （84）
41 （68）
150 （68）
150 （59）
36 （72）
27 （89）

亶50 （93）

213

亘

−

亘

12

且

且

12101

且

611125212

＜

＜

1
＜

＜

＜

＜

　

21

＜

＜

＜

82928395

磁

96

％

93979789909799095927695947874959784

9．果実類 レ モ γ

す い か （皮付）

オ レ ン ジ

レ ーズ ソ

バ ナ ナ

パ ナ ナ の 皮

リソ ゴ

リン ゴ の 皮

キ ウ イ

キ ウ イ の 皮

梨

梨 の 皮
み か ん の 缶 詰

6250180

飆

18029

且20140

置60
且20
且oo82130

86 （96）
46 （92）
170（96）
820 （95）
240 （97）
go （go）
140 （99）
160 （100）
160 （99）
且90 （98）
且30 （98）
置40 （94）
41 （82）

11341

置

2254273

　

＜

　

　

＜

91958214759086848481878595

且0．海 藻 類 お ぼ ろ 昆 布 290 450 （65） 26 31

11．嗜好品 ， 調味料
　　類

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

液

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

出

　

プ

　
ズ

　

　

　

　

　

抽

葉

ヅ

ゆ
一
　

　

　

　

子
一

の

ヤ

う

ネ

ん

　

そ

そ

床

辛
匕

茶

チ

よ

ヨ

リ

　

み

み

か

き
一

紅

ケ

し

マ

み

酒

赤

白

ぬ

溶
コ

58
且70
且oo880

踟

1eo32039021045079

200 （93）
210 （or）
且10 （41）
750 （92）
420 （100）
36 （89）
320 （71）
220 （79）
230 （90）
390 （85）
60 （86）

3
ぐ

ぐ

響

信
翁

者

79757319

田

965572745493

材 料 食 品 を一・re量 と ウ秤 量 した もの に つ き，水 分 含量，強 熱 減量 を 測 定 し た． ま た，ホ モ ゲ ナ ィ ズ し た もの を 水 に

懸濁 して BOD
， 四 塩化 炭 素抽出 物質 を 測定 した ． ホ モ ゲ ナ イ ズ した の ち ， 磨碑 され ず rc残 っ た 繊 維 分 や角 質 は 除

い た が 1 量に は 加 えた．水分 含量，強熱減1 は 食品衛生 検査指針 1，また BOD ，お よび 四 塩化炭素抽出物質は Jls
KOIO2 に よ っ て 行 い

， 食 品 19 あ た り と して 求 め た．強 熱減量 の （ ） 内 の 数値 は 乾 物 あ た りの 割 合 を 示 す．

（835） 1匡
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表 2．廃棄食品原単位表 （調理 食品）

分　類 食　品 　名
食品 1g あ た りの 　食 品 lg あ た りの 　　食 品 lg あ た りの 　水　分
BOD 　t （rnglg ）　 強 熱 減 量 （mglg （劾） 油 分 量 （mgtg ）　　 （％）

夏．穀 　 類 　

　

　

飯

ゆ

煮

　

か

（

米

お

鉄

獅

230130

350 （99）

190 （98＞
140 （98）

In5

ρ
0

〈 658186

2，い も，で ん 粉類 　 白玉 だ ん ご

　 　 　 　 　 　 　 　 　 粉 ふ きい も

　　　　　　　　　 い もの あ め 衣が け

　　　　　　　　　 こ ん に ゃ く （煮）

　830
　 1801

，loo

　 且40

590 （100）
120 （89）
32e （97）
180 （89）

且
　
1

＜

＜

5

且

41866700

3．砂 糖，菓子 類 泡 雪 奐

草　餅

葛 まん じ ゆ うの 皮

パ ー
ム ク ーヘ ソ

250250370900 320 （100）

ao （99）
360 （！00）

530 （99）

ぐ

14

ぐ

80

6835

磁

筍

6．豆 　 類 煮　豆

高野 豆 腐 の 煮物

厚 あ げ （煮）

味 付 大 豆

黝

細

伽

蜘

360 （94）

150 （86）

350 （84）
320 （99）

42469

佃

6283

甜

68

7．獣 鳥 肉，魚 介，　 鶏 の か ら 揚 げ

卵，乳類
鯵 の ム ニ エ ル （油 炒 め ）

卵焼 き （錦糸卵）

蜻 の か ら揚 げ

牛　肉 （焼 ）

レ バ ーの 甘 辛 煮

ハ γ バ ーグ

い わ しの 7 ラ イ

ビ ーフ カ レ ー

　 410

　320
　 510

置，loo280

柵

　 410

　 730

　 且30

430 （97）

350 （92）
320 （93）
470 （91）

390 （95）
330 （on）

360 （98）

660 （96）

100 （83）

7583352607136828217556266

偲

5965633188

8．野 菜，きの こ 類 　筍の うま 煮

　　　　　　　　　 ピーマ ン （油 炒 め ）

　　　　　　　　　 椎茸の う ま 煮

　 　 　 　 　 　 　 　 　 な す の 天 ぷ ら

　　　　　　　　　 え の き茸 （煮 ）

　　　　　　　　　 き ん ぴ ら ご ぼ う

　　　　　　　　　 わ ら び の 煮物

恥

踟

 

細

 

弸

鵬

180 （86＞
120（89）
220（80）
310 （98）

120 （69）

370（91）
且80 （89）

且

菊

7135286

79867368835980

且0．海藻類 わ か め の 煮物

昆 布 の 煮物

14

且70
5置 （85）
220 （76）

＜ 1

　4
肘

71

材料 食品 を一
定量 と り秤 t し た もの に つ き， 水分含量 ， 強熱減 量 を測定 した ．ま た ，

ホ モ ゲ ナ イ ズ した もの を水 に

懸濁 して BOD ，四 塩 化 炭 素 抽 出 物質 を 測 定 した ．ホ モ ゲ ナ イ ズ した の ち，磨 砕 さ れ ず に 残 っ た 繊維 分 や 角質 は 除

い た が 重量 に は 加 え た．水分含t ， 強 熱減1 は 食品衛生検査指針 1，ま た BOD ，お よ び 四 塩化炭素抽出物質 は Jls
KO102 に ょ っ て 行 い ，食品 1g あた り と して 求 め た ．強熱減量の （ ）内 の 数値 は 乾物 あ た りの 割合を 示 す．

困難 で ある．調理 食品 の 廃棄 に よる水質汚濁 を評価す る

た め に は，液状食品 の み で な く固 形 食 品 に つ い て も

BOD 原単位か ら算定す る こ とが 有効 と考え，各種調理

食品を対象 として BOD 原単位の 測定を 行 っ た，そ して，

12

こ の 原単位 と調理量お よ び廃棄量 とか ら各種調理 に よ る

水 質汚濁負荷を 明 らか に し た ．ま た，調理食品の BOD

値に 及 ぼ す食品成分の 影響を， 強熱滅量を指標とする有

機物量，四 塩化炭素抽出物量 で示 され る油分 に つ き検討

（8S6 ）
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調 理 食品 廃棄物 の BOD 原単位

した． 表 3．項 目間の 相関係数

　z 　実験方法

　（D 実験材料

　岐阜市中央青果市場を通し て市販され る食品の うち ，

使用頻度 が高くか つ 周年生産 の 可能 な食品 を選ん だ．

　1） 原 食 品

　調 理 時の 可 食部分 と廃棄部分を 考慮した うえ で ， 11食

品 群か ら 99 品 目を 選ん だ．調理 に よ り廃棄 され る形 態

を 考慮して，ゆ で た もの ，廃棄部分を対象とした もの も

あ る，対象 と した食品を表 1に 示 す．

　2） 調理 食品

　原食品を用 い て 砂糖，し ょ うゆ ， 植物油などで 味つ け

調理 を行 っ た もの で，表 2 に示 す 33品 目 を対象とした．

　（2）測定方法

　材料食品を
一

定量秤量 した もの に つ き，水分含量，強

熱減1 を測定 し た．強熱減量 は 灰 分を 測定 した と きの 減

量分 として 求め た．また ，材料食品を
一

定量 と り， ホ モ

ゲ ナ イ ズ した もの に つ き BOD ，四 塩化炭素抽出物量を

測定した．BOD は ホ モ ゲ ナ ィ ズ した もの か ら
一定量を

取 り測定 した．ホ モ ゲ ナ イ ズ に よ り，磨砕され ず に 残 る

繊維分や 角質が ある ときは，こ れ らを除 い て 測定 した ．

た だ し，濃度計算 に は 採取した 食品重量あた りと して 表

示 した ．測 定 は 水 分，灰分 は 食品衛生検査指針 lio，，

BOD ，四 塩化炭素抽出物量 は JIS　 KOIo21 ” tC よ っ て 行

い ，食品 lg あた りと し て 求め た．

CCI
， 抽 出量 水分 BOD

強 熱 減 量 　 　 　 　0．549

CGI ‘ 抽出 量

水　分

一〇．949　　　　0．865
− 0．533　　　0．613

　 　 　 　 　− 0．84e

　3．　結果お よび考察

　測定結果 を表 且，2 に 示 す．日本食品標準成分表
且2》

の

水分，灰分，脂質と比較 し て，成分量 に 著 しい 違 い の あ

る食品は 用い な か っ た．

　（1）BOD 原単位

　BOD 値の 最 も高い 原食品 は ，
ピー

ナ ッ ツ 1，100　mg ／9，

マ ヨ ネ ーズ 880mg ／g，
マ ・一ガ リ ン 800　mgfg で ある が，

調理 食品で はい もの あめ 衣が け，鯖 の か ら揚 げ 1，100

皿 g／g が 最 も高 く，
バ ーム ク ーヘ ン 900mg ／g，白玉 だ

ん ご 830　mg ／g が これ に 次 ぐ．こ れ ら以外 の 食品 は 600

mg ／g 以下 で あ る．

　食品 1g あた りの BOD 値 は 食品分類 leよ る差が認

め られ，原食品 で は ， 野菜，きの こ 類 は 小 さ く て 100

mg ／g 以 下の もの が 多 く， 果実類 は 100〜200　mg ／g 程

度 の もの が 多 い ．砂 糖，小麦粉が 500mg ／g，小 豆 （ゆ

で ） 380mg／g に 代表 され る よ うに ， 炭水化物 ， タ ソ パ

ク 質系の 食品 は 200−−400mg ／g の もの が 多 い が，脂肪

n ＝，132

系 の 食品 は 800mg ／g を 超 え る もの が 多い ．も っ と も，

廃棄され る食品 の 部分が 可食部 と成分的に 異 な る もの ，

脂肪分が 部分的 に 多い もの ，水 分 含 量 の 高い もの な どで

は，こ こ に 総括 し た
一般 的 な 範 囲 と は 異 な る もの が あ る．

調理 食品で は，野菜，きの こ 類が 100−−200mg ／g に 増

大 し．な すの て ん ぷ ら．きん ぴ ら ご ぼ うの よ うに 油 を 用

い た もの で は 500mg ／g 程度 とな っ て い る．調理 に よ り

BOD 値の 増大 した もの は，油を用 い た もの で ある ．砂

糖や 醤油の 影響 は そ の 添加 量 が 少 な く，大 きな 影 響を 与

え る ほ どで は なか っ た．

　（2）各成 分の 相 関性

　BOD
， 強熱減量，四塩化炭素抽出物量 （油分量），水

分量 に つ き， そ れ ぞ れ の 相関性を検討 した結果，表 3 に

示 す よ うに 各 成 分間 の 相 関 係数 に い ず れ も高 く， 1％の

危険率で 有意性 を 認め た．

　（3）各成分 分 析値 の 分 布

　各成分分析値 の 分布の 規則性を 検討 し た 結果，水 分 は

測定値 の 2 乗が 正規分布す る こ とを 認め た．強熱減t ，

四塩 化 炭素抽出物 量，BOD 測 定 値 は 対数に 変換す る こ

とに よ っ て 正 規分布を 示す こ とを 認め た ，

　（4）重回 帰分析

　目的変数 （の を BOD と した と きの 重回 帰式 は

　　lny ＝0．630xl十 〇．0871nx2 十α 00006 コr32十 2．15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1）

　Xl ＝ 強熱 減 量 ，　 x2 ＝ 四 塩 化 炭素 抽 出 物 量，　 x3 ＝ 水 分．

r ＝O．882， 寄与率 77．8 ％，分 散比 1te＞ F （O．　OO1）4．　45．

　標準偏回 帰係数 は ln　Xi ： 0．597，　 ln 砺 0．194，　 x3 ：

− 0，170 で あ っ た の で，ln　Xi の 寄与を 求 め た ．

　　　　　　　 ln　V ＝0．913 且nXl 十 〇．44B　　　　　（2）

　 r ＝ 0．865，寄与率 74．8 ％，分散比 387＞F （0．001）4．45．

　（2）式に よ り求め た BOD の 推定値 と測定値 との 関係

を 図 1に 示 す．両変数間 の 相関係数 は 0．865 で あ り ， 危

険率 1 ％で 有 意性 を認 め ，BOD 値 を強 熱減量 か ら推 定

で きる 可能性 を示 した．

　 こ の よ うに，日常的に よ く用 い ら れ る 調理 食 品 の

BOD 原 単位 を 明 らか に す る こ とが で き，また，　 BOD 値

（837） 13
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が 明らか で な い もの に つ い て は ，食品 分析 表 か ら推 定 す

る こ との 可能性 を示 した．

　（5）食品成 分表か らの BOD 推定

　日本食品標準成分表 に 示 され て い る 灰 分 以 外 の 量 を 強

熱減量 と し， （2）式か ら BOD 値 を 推定 し て 表 4 に 示 し

た ．た だ し，日 本食品標準成分表に収載 され て い る もの

で も，製造法 に よ っ て成 分 が変動す る もの （豆腐，ヨ
ー

グ ル ト，まぐろ
一

缶油潰け ，
プ ロ セ ス チ ーズ，梅干 し，

ケ チ ャ ッ プ，み りん），試料 の 採取場所 に よ る 成分量の

変動 の 大 きい もの （豚肉 ， 混合プ レ ス ハ ム ，セ ロ リー
，

レ タ ス ，パ レ ン シ ア オ レ ン ジ，レ モ ン ，ス イ カ ，削 り

昆 布），ゆ で 方 に よ る 水 分 量 の 変動の 大 き い も の （か ぼ

ち ゃ ，さや い ん げ ん，グ リ ン ピ ー
ス ，白 菜，ほ うれ ん そ

う） は 除い た．

　表 4 に 示 した 食品 に つ い て の ，日本食品標準成分表か

ら計算で 求め た強熱減量 と，実測 に よ る 強熱減量 との そ

れぞれの 平均値 の 比 は 1．45 で あ っ た．こ れ に 対 し て，

計算で 求 め た BOD 値 と実測 に よ る BOD 値 との ，そ

れ ぞれ の 平均値 の 比 は 1．t6 で ， 強熱減量 の 分析値 の 変

動 よ り も， BOD 値 の 変動 の ほ うが少な い こ とを 認め た．

（2）式 に よ る推定値 と，実測値 との 相関 を検討 し た 結果，

相関係数 0．938（π ＝46）， 危険率 且％で 有意性を認め た．

　4． 結　 　綸

　本研究 に よ っ て 主要食品 に つ き BOD 負荷量を 明らか

｝こ し，BOD 負荷量 表 を 作成 した．ま た，こ の 表 に ない

もの に つ い て は ， （2）式に よ り食品分析表か ら BOD 値

を推定 で きる こ と を 示 した．

14

　こ の 結果に 基づ き， 調理食品廃棄量調査に よ り　BOD

汚濁負荷量を求め て BOD 汚濁負荷を明らか に す る こ と

に．よ っ て，水質汚濁対策の 有効性 を 評価 し うる，水質汚

濁対策 と し て 生活排水対策が 強 く求め られ て い る 今 日，

こ の 研究に よ っ て こ の 方面 の 対策 が 進展す る こ とを 期待

した い ，

　5． 要　　約

　（D 生活排水対策 と して 調理 廃棄物対策 が 求め られ て

い る が ， 多様な調 理内容を もつ た め，対策の 有効性 の 評

価が困難で ある ，

　（2）本 研 究 で は ，一般 に 広 く用 い ら れ る 調 理 原 材 料 お

よび 家庭的調理 食品の BOD 原単位を 求め
一

覧表 と した．

　食品 1g あた りの BOD 値の 最 も高い 食品は ，い も

の あ め 衣が け，鯖の か ら揚げ が い ずれ も　 1，且00mg ／g，

つ い で マ ヨ ネーズ 880mg ／g， 白玉 だ ん ご 830　mg ／g，
　 v

一ガ リ ン 800　mg ／g が こ れ に 次ぐ．こ れ ら以外の 食品は

600mg ／g 以下 で あ る．

　砂糖，小麦粉 が 500mg ／g，小豆 （ゆで ）380　mg ／g に

代表 され る よ うに ，炭水 化物．タ ン パ ク 質系 の 食品 は

200〜400mg ／g の もの が 多い が，脂肪 系 の 食品 は eOO

mg ／g を超 え る もの が 多 い ．した が っ て 食品分類 に よ る

差が認 め られ，原 食品で は ， 野菜，きの こ 類 は 100mg／g

以下 ， 果実類は 且00〜200   ／g 程度の もの が多 い が ，

調理食品 で は，野菜，き の こ 類が 100〜tOO　mg ／g に 増

大 し， なすの て ん ぷ ら， きん ぴ らご ぼ うの よ うに 油を用

い た もの で は 500mg ／g 程度 とな っ て い る ．砂糖や し ょ

うゆ の 影 響 は そ の 添 加 量 が 少な く，大 きな 影響を 与 え る

ほ どで は なか っ た ．

　（3）重 回帰分析

　 各 成 分 測 定値 の 分布 は，水分の 2 乗 が 正 規分布 を 示 し

た が，強熱減量，四 塩化炭素抽出物量，BOD は 対数 に

変換した とき，正 規分布を示 した，

　 目的変数 （V ）を BOD とし た ときの 重回帰式 を求 め

た 結果，強熱減量 （Xl） に よ る単回帰式とな っ た．　 lnv

＝ 0．913　ln　Xi 十 〇．　448，　 r ＝O、　865，寄与率 74．8 ％．

　 こ の 式 に よ り求め た 推 定 値 と測 定 値 との 間 の 相関 係 数

は 0．865 とな り，
BOD 値 を強熱減量 か ら推定す る こ と

の 可 能性 を 示 した．

　（4）調 理 廃 棄物 の DOD 原単位を 明 らか に し，未測定

の 食品 に つ い て は強熱減量 の 対数に よ り推計す る こ とが

で き る こ とを示 した の で，こ れ に よ り調理排水対策をす

すめ ，生活排水対策を 有効 な もの とす る施策を 得 る の に

役立つ こ とが 期待 され る．
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　　　　　　　　　調理 食品 廃 棄 物の BC）D 原 単位

表 4．日本食品標準分析表に よ る BOD 推定値と BOD 実測値との 比較

灰 分 （％） 水 分 （％）　 強 熱減 量（mgfg ）　強熟減量比　BOD （mgig ＞

食品 名
成分 表 値

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　成 分 表
　　　　成 分 　実 測
実 測 値　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ら の
　　　　表値　値
　　　　　　　　　 計算 値

　 　 　 　 成 分 表 か ら 　 成 分 表

実 測 値 　 の 計 算 値／　か ら の

　　　　実 測値　　　計 算 値

比DOB

ら

／
か

値

表

算
値

分

計

測

成
の

実

蕪
値

小麦粉 　　　　　　　　　　 0．4
食 パ ン　　　　　　　　　　 1．7
そ うめ ん （ゆ で ）　　　　　　 0．4

マ蜀
ス パ ゲ ッ テ ィ

ー

　・，・

パ ン 粉 　　　　　　　　　　　2．3
里 い も （ゆ で ）　　　　　　 L1
砂　糖　　　　　　　　 0．1 未満
マ ーガ リ ソ 　　　　　　　　　　　　　　2。1
い り ご ま 　　　　　 　　　　5．4
小 豆 （ゆ で ）　 　 　 　 1．1
糸引納 豆 　　　　　　　　　 1．g
赤 み そ　　　　　　　　　 14．　6
白 み そ 　　　　　　　　　　 14．2
か じ き （生）　　　　　　　　 1．4
い 　か （ゆ で ）　　　　　　　 L4
か ま ぼ こ 　　　　　　　　　　　　　　3，0

焼 きち くわ 　 　 　 　　 　 　 3．1

挽　肉 （牛）　　　　　　　　 0．8
ベ ーコ ソ 　　　　　　　　　　　 2．8
ウ イ γ ナ

ー　 　 　 　 　 　 　 　 2．8

加工 乳 （普通）　　　　　　 0．7
さや い ん げん （ゆ で）　　　 0．6
絹 さ や （ゆ で ）　　 　　　 0．5
キ ヤ

ベ ツ （ゆ で ）　 　 　 　 o．4
き ゅ う り （生 ）　　　　　　0．6
き ゅ 5 り （ぬ か み そ 漬 げ）　　 5．3
大 根 （生） 　 　 　 0．6
た くあ ん 　　 　 　　 　 　　 　　 7，9
玉 葱 （ゆ で ） 　 　 　 O．　4
ス

  繍 ，5ダ
ール カ ー

・．・

ト マ ト （生 ）　　　　　　　　 0．5
トマ ト （缶 詰，ジ ュ

ース ）　　 L 且

人 参 （ゆ で）　 　 　 　 L 且

三 葉 （ゆ で ）　 　 　 　 O．4
緑 豆 もや し （ゆ で ）　　　　 0，2
い ち ご ジ ヤ ム 　　　　　　　 0．3
温 州 み か ん （缶詰，果 肉）　　O．3
キ ウ イ フ ル

ー
ツ （生果 ）　　 0．7

梨 （生 果 ）　 　 　 　 　 0．3
バ ナ ナ （生 果）　　　　　　 0，9
干 しぶ ど う　 　 　 　 　 　 1．9
リン ゴ （生果）　　　　　　　 0．3
な め こ　　　 　　　 　　　　 　　0．2
酒 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．1未 満

し ょ うゆ 　　　　　　　　　15．9
マ ヨ ネーズ 　 　 　 　 　 　 　 　2，0
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